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専攻医の採用実績等について
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○ 前年度と比較すると、全体として専攻医定員は8人増加した一方、専攻医採用者数は11人減少。
・ 出身臨床研修病院をみると、県内出身者は8人減少し、県外出身者は3人減少。（詳細は次ページ）
・ 初期臨床研修採用人数から流出した人数も１３人と前年を上回った。 （前年度６人減に対し、今年度は13人減）
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内科 6 63 人 43 人 26 人 36 人 7 人 6 63 人 27 人 13 人 20 人 7 人 0 0 人 -16 人 -13 人 -16 人 0 人小児科 3 13 人 9 人 7 人 9 人 0 人 3 13 人 9 人 7 人 9 人 0 人 0 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人精神科 3 26 人 7 人 6 人 6 人 1 人 4 29 人 9 人 6 人 6 人 3 人 1 3 人 2 人 0 人 0 人 2 人外科 3 22 人 4 人 1 人 4 人 0 人 3 22 人 5 人 3 人 5 人 0 人 0 0 人 1 人 2 人 1 人 0 人整形外科 2 15 人 9 人 8 人 6 人 3 人 3 18 人 10 人 9 人 9 人 1 人 1 3 人 1 人 1 人 3 人 -2 人産婦人科 2 12 人 1 人 1 人 1 人 0 人 2 12 人 3 人 3 人 3 人 0 人 0 0 人 2 人 2 人 2 人 0 人麻酔科 2 14 人 5 人 4 人 5 人 0 人 2 14 人 4 人 4 人 2 人 2 人 0 0 人 -1 人 0 人 -3 人 2 人救急科 3 9 人 3 人 1 人 3 人 0 人 3 9 人 5 人 4 人 5 人 0 人 0 0 人 2 人 3 人 2 人 0 人皮膚科 3 9 人 3 人 2 人 1 人 2 人 3 9 人 3 人 3 人 3 人 0 人 0 0 人 0 人 1 人 2 人 -2 人眼科 1 5 人 5 人 5 人 5 人 0 人 1 4 人 4 人 4 人 4 人 0 人 0 -1 人 -1 人 -1 人 -1 人 0 人耳鼻咽喉科 1 7 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 7 人 1 人 1 人 0 人 1 人 0 0 人 1 人 1 人 0 人 1 人泌尿器科 1 6 人 4 人 4 人 1 人 3 人 1 5 人 2 人 2 人 1 人 1 人 0 -1 人 -2 人 -2 人 0 人 -2 人脳神経外科 1 10 人 3 人 3 人 2 人 1 人 1 10 人 5 人 5 人 5 人 0 人 0 0 人 2 人 2 人 3 人 -1 人放射線科 1 6 人 6 人 6 人 4 人 2 人 2 9 人 4 人 4 人 3 人 1 人 1 3 人 -2 人 -2 人 -1 人 -1 人病理 1 3 人 1 人 1 人 1 人 0 人 1 3 人 1 人 1 人 1 人 0 人 0 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人臨床検査 1 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 2 2 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人形成外科 2 4 人 1 人 0 人 0 人 1 人 2 4 人 4 人 2 人 2 人 2 人 0 0 人 3 人 2 人 2 人 1 人リハビリテーション科 1 2 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 2 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人総合診療科 6 20 人 10 人 1 人 7 人 3 人 6 20 人 7 人 1 人 5 人 2 人 0 0 人 -3 人 0 人 -2 人 -1 人合計 43 247 人 114 人 76 人 91 人 23 人 47 255 人 103 人 72 人 83 人 20 人 4 8 人 -11 人 -4 人 -8 人 -3 人初期研修医初期研修医初期研修医初期研修医採用実績採用実績採用実績採用実績 120 人 116 人

R2R2R2R2 R3R3R3R3 R3-R2R3-R2R3-R2R3-R2領域 奈良県 奈良県 奈良県プログラム数 定員数 専攻医採用者数 出身臨床研修病院県内 県外 県内 県外 県内 県外専攻医採用者数出身臨床研修病院 うち医大採用者数 出身臨床研修病院 うち医大採用者数プログラム数 定員数 専攻医採用者数 プログラム数 定員数

(H30)(H30)(H30)(H30) ▲6人 (H31)(H31)(H31)(H31) ▲13人

（R3.4.26時点）うち医大採用者数

↑↑↑↑ ↑↑↑↑

（R2.3.26時点）



R
元
年
度
採
用

▼ 専攻医の出身高校 *令和元年７月県調査をもとに計算
（県内高校出身率） ４６．４％

▼ 専攻医の出身大学
（県内大学出身率） ６７．０％
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２
年
度
採
用

▼ 専攻医の出身高校 *令和2年度7月県調査をもとに計算
（県内高校出身率） ３６．８％

▼ 専攻医の出身大学
（県内大学出身率） ５２．６％
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３
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▼ 専攻医の出身高校 *令和３年度６月県調査をもとに計算
（県内高校出身率） 52.5％

▼ 専攻医の出身大学
（県内大学出身率） ５２．4％

○ 初期臨床研修から専門研修へ進む際、県内に残る専攻医が約80％と高い水準を維持している。
○ 各年度に採用された専攻医の出身高校所在地、出身大学所在地の傾向をみると、令和３年度採用専攻医の県内高校出身率

が前年と比べ、上昇している。

分

析

令和３年度に研修を開始した専攻医の採用実績
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医学部入学～初期臨床研修～専門研修 に至る県内出身者率の推移 ※ 「県内出身率」とは、奈良県内の臨床研修病院で臨床研修を修了した者の割合
初期臨床研修
県内10８人

専門研修
81人

県外
計9９人
（県内出身率）
８１．８％１８人

初期臨床研修
県内12０人

専門研修
91人

県外
計1１４人
（県内出身率）
７９．８％2３人

初期臨床研修
県内116人

専門研修
83人

県外
計103人
（県内出身率）
80.6％2０人

※
※
※


